













24.遍歴電子反強磁性体 YMn2 におけるフラス トレーション
京大 工 志 賀 正 辛
ラーベス相 (C15)金属間化合物 YMn2は遍歴電子反強磁性体であることが最近





















なる｡ このことは､低温 (70mK)でもNMRスペク トルがシャープな常磁性的吸収
線を示すことから確かめられている｡ この物質の電子比熱係数は140mJ/moIK2と3d
系としては異常に大きく重いフェルミオン物質とみなせる｡最近この系の偏極中性子によ
る常磁性散乱の測定を行った結果低温 (8K)においても1.5FLB以上の振幅で強い反強磁
性的相関を示すスピンの揺らぎが存在することが分かったく4)｡ この揺らぎは基底状態に
おける揺らぎで圭子揺らぎと考えるべきであろう｡ そのメカニズム等はこれから明らか
にする必要があるが､強い反強磁性的相互作用があるにもかかわらず､フラストレーショ
ンにより反強磁性の出現が押さえられているためではないかと考えている｡
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